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宮部  翔（社会科教育コース） 
最大多数の最大幸福 
 
１．教育を考える一言 
 「最大多数の最大幸福」 
 
２．背景 
 大学受験の際に、政治経済の勉強をしている中で出てきたのが功利主義の J.S.ミルとベンサム
です。そのベンサムの言葉としてこれが挙げられていました。「効率」というのが自分の生きる上
でかなり重視しているものであり、この言葉は効率っていうどこか無機質な言葉を、幸福という
豊かな響きに変えてくれるいい言葉だと思っています。 
 
３．考察 
ベンサムは、人と人の間には利害の衝突があり、全ての人が幸福になることはありえないので、
少数の犠牲があってもできるだけ多数の人が幸福になることが全体の幸福であると考えました。
しかし後に、多数者主義という、いかにも民主的ではあるものの、少数者が多数者に抑圧される
危険性や、少数者の犠牲者が被る不幸が大きい場合は全体の幸福が減少してしまうことに気付き、
晩年になって定義をこのように変えました。 
「その社会の成員の最大幸福。すなわち、出来ることならば彼ら全員の最大幸福。また、多数者
のより大きな幸福のために少数者の幸福の一部を犠牲にすることが不可避であり、彼ら全員に等
しい幸福を分け与えることが物理的に不可能な場合は、彼らのうちの最大多数の最大幸福。」 
つまり、まず理想を掲げ、それが無理なら従来の「最大多数の最大幸福」がベターだよ、とす
ることで、より完全な定義にしたのです。 
理想はもちろん忘れない。理想を追い求めなくなるのは悲しいことです。しかし現実は現実と
して、その中で考えられる最善を尽くそうというような考え方は今後大事にしていきたいし、生
徒に伝えていきたいなと思っています。 
最後に、ハーバード大学サンデル教授の問を載せて締めたいと思います。ぜひ考えてみてくだ
さい。 
「あなたは路面電車の運転手である。ブレーキが故障して止まれなくなった。そして前方の線路
上には 5 人の労働者がいる。隣の待避線には 1 人の労働者がいる。いま使えるのはハンドルだけ
だ。さて、道徳的に正しい選択は?」 
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